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身
に
つ
け
た
知
識
・
技
術
・
特
技
等
を
、生
涯
学
習
の
場

な
ど
で
、指
導
者
や
講
師
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
け
る
制
度
で
す
。

教育

香
南
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

C L O S E  U
P

水道

C L O S E  U
P

見
逃
さ
な
い
で
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　福祉

C L O S E  U
P

水
道
料
金
改
定
の
お
し
ら
せ

　

夜
須
・
赤
岡
・
吉
川
・
香
我
美（
末
延
・
末
清
・
正
延
地
区
）

■
ど
ん
な
人
が
登
録
で
き
る
の
？

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
（
在
学
）
ま
た

は
、市
内
の
団
体
で
活
動
さ
れ
て
い
る
個

人
お
よ
び
団
体
ま
た
は
香
南
市
の
生
涯

学
習
の
推
進
に
寄
与
で
き
る
方
で
、

「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
教
え
ら
れ
る
」

「
身
に
つ
け
た
技
術
を
誰
か
に
伝
え
た
い
」

「
学
ん
だ
こ
と
を
誰
か
に
教
え
た
い
」

「
お
手
伝
い
な
ら
で
き
る
」

と
い
う
方
が
気
軽
に
登
録
で
き
ま
す
。

※
資
格
や
免
許
は
不
要
で
す

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
し
て

い
る
場
合
は
登
録
で
き
ま
せ
ん

■
登
録
方
法
は
？

　
　
「
香
南
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登

録
申
請
書
」へ
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
先
…
　

市
生
涯
学
習
課

　　　　　　　　
　

最
寄
り
の
公
民
館

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
野
市

中
央
公
民
館
、夜
須
中
央
公
民
館
、香
我
美

市
民
館
に
あ
り
ま
す

※
登
録
期
間
は
最
長
３
年
で
す

問
生
涯
学
習
課
☎
５
７-

７
５
２
３

■
登
録
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

１
．名
簿
に
登
録
し
ま
す

　
　
「
香
南
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登

録
者
名
簿
」に
登
録
し
て
、各
公
民
館
や

生
涯
学
習
課
で
利
用
者
が
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

※
氏
名（
団
体
に
お
い
て
は
、団
体
名
お
よ
び

代
表
者
名
）
、
性
別
、
生
年
、そ
の
他
必
要
事

項
を
公
開
し
ま
す

２
．承
諾
の
確
認
を
し
ま
す

　
　

生
涯
学
習
課
か
ら
利
用
者
の
依
頼

内
容
を
連
絡
し
て
、
承
諾
の
確
認
を
し

ま
す
。

３
．
依
頼
内
容
を
決
定
し
ま
す

　　

利
用
者
の
方
と
、指
導
内
容
や
条
件
、

講
師
謝
礼
の
額
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に

話
し
合
っ
て
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
登
録
い
た
だ
い
て
も
必
ず
依
頼
が
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い

■
平
日
昼
間
（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　　

市
福
祉
事
務
所　

☎
５
７-

８
５
０
９

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
〜
８
時
30
分
）

　　

市
役
所（
代
表
）　

☎
５
６-

０
５
１
１

■
緊
急
時　

　　

南
国
警
察
署　　　

　　

☎
０
８
８-

８
６
３-

０
１
１
０

　　

中
央
児
童
相
談
所　

　　

☎
０
８
８-

８
６
６-

６
７
９
１

※

連
絡
者
の
情
報
は
固
く
守
り
ま
す

■
子
育
て
中
の
方
へ

　
　
子
育
て
を
し
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
、と

き
に
は
い
ら
立
ち
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
福
祉
事
務
所
で
は
、

家
庭
相
談
員
が
、
子
ど
も
に
関
わ
る
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
事
、
心
配
事
を
お
伺
い

し
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

自
分
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
に
ま
ず
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
１１
月
は
児
童
虐
待
防
止

　

推
進
月
間
で
す

　　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。あ
な
た
の
連
絡
で
子
ど
も
と
そ

の
家
族
を
救
え
ま
す
。

　
　
「
虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
虐
待
の
事
実
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

通
告
を
受
け
た
後
は
、慎
重
に
調
査
を
行

い
対
応
し
て
い
ま
す
。通
告
の
み
を
も
っ
て
親

子
分
離
（
施
設
入
所
等
）の
措
置
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

問
福
祉
事
務
所　

☎
５
７-

８
５
０
９

■
平
成
３０
年
４
月
使
用
分
（
６
月
請

　

求
分
）か
ら
改
定
し
ま
す

　
　

現
在
、
香
南
市
内
に
は
簡
易
水
道
地

区
と
上
水
道
地
区
が
あ
り
、
両
方
の
地

区
で
水
道
料
金
算
定
表
が
違
っ
て
い
る

た
め
、
料
金
に
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
地

震
津
波
対
策
な
ど
、
水
道
事
業
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
料
金

改
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
夜
須
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
水
道
料
金
も
他
の
下
水
道
地
区
と
の

料
金
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
、
水
道

料
金
と
同
様
に
段
階
的
に
改
定
し
３
年

間
で
統
一
し
ま
す
。

　　

詳
細
は
広
報
２
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。　

　　　　　　　　　　　

※
水
道
法
に
よ
り
給
水
人
口
５
，０
０
１
人
以

上
が
上
水
道
事
業
、そ
れ
未
満
が
簡
易
水
道

事
業
で
す
。
水
質
は
、
両
事
業
共
に
水
道
法

に
基
づ
く
基
準
を
適
用
し
供
給
し
て
い
ま
す

※
各
地
区
説
明
会
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
お
り
、関
係
条
例
に
つ
い
て
は
、平
成
２９

年
９
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

　
問
上
下
水
道
課
☎
５
７-

８
５
１
２

　

児
童
虐
待
に
よ
り
幼
い
生
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の
子
ど
も
に
関

心
を
持
ち
、虐
待
に
気
づ
き
、子
育
て
に
悩
む
保
護
者
が
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
で
き
る
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

簡
易
水
道
地
区
の
水
道
料
金
を
平
成
30
年
度
か
ら
段

階
的
に
改
定（
引
き
上
げ
）し
、３
年
間
で
上
水
道
地
区

（
野
市
町
・
香
我
美
町
）と
の
料
金
を
統
一
し
ま
す
。

連
絡
先　

出
産
・
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら…

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら…

 

☎
１ 
８ 

９　
番
へ

　
（
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

く

は
や

い
ち

人権

C L O S E  U
P

問
人
権
課　

☎
５
７-

８
５
０
７

■
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　　
「
ソ
ー
レ
」　

　

●　

女
性
対
象
相
談

　　

☎
０
８
８-

８
７
３-

９
５
５
５

　　

昼
間(

９
時
〜
17
時)　

　

●　

男
性
対
象
相
談（
事
前
予
約
制
）

　　

☎
０
８
８-

８
７
３-

９
１
０
０

　　

第
１
、３
火
・
第
４
水（
18
時
〜
20
時)

※

第
２
水
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み

■
人
権
週
間
に
向
け
た
取
り
組
み

　　

人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）に
お

け
る
啓
発
活
動
と
し
て
、
11
月
23
日

（
木
・
祝
日
）に
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
12
月
４
日

（
月
）に
は
、
市
内
全
域
で
人
権
啓
発
パ

レ
ー
ド
を
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
皆

さ
ん
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

■
１１
月
２５
日
は「
女
性
に
対
す
る

　　

暴
力
撤
廃
国
際
日
」で
す

　　　

暴
力
は
、男
女
を
問
わ
ず
、い
か
な
る

場
合
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

万
が
一
、
あ
な
た
が
配
偶
者
な
ど
か

ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
き
、ま
た
は
、

暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う
自
分
を
変
え

た
い
と
き
は
、一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
　

相
談
す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
■
市
人
権
課　

☎
５
７-

８
５
０
７

　　

平
日
昼
間（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分)

■
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　　

☎
０
８
８-
８
３
３-

０
７
８
３

　　

平
日
昼
間（
９
時
〜
22
時
）

　　

土
・
日
・
祝
日（
９
時
〜
20
時
）

※

年
末
年
始
は
休
み

　

香
南
市
で
は
、す
べ
て
の
市
民
が
、人
権
問
題
を
正
し
く

理
解
し
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
、社
会
全
体
の
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
行
動
で
き
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
人
権
・
み
ん
な
の
人
権

　

ご
不
明
な
点
は
、

　

上
下
水
道
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な

相
談
先　
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